
益田港 港湾改修事業

事業目的

（１） 漁船の係留施設の確保

（２） 港内静穏度の確保

（３） 安全な航路の確保

風浪による航路埋塞

平成23年2月2日 中国新聞掲載

係留施設の不足

平成11年

波の侵入

港内への波浪の侵入による
静穏度の低下

平成30年4月

益田港の状況

（１） 係留施設が不足している

（２） 港内への波浪の侵入により

静穏度が低下している

（３） 航路埋塞が発生し、漁船が

出入港できない

対策が必要

平成30年4月

防波堤（東）390m

防波堤(北)40m

高津川

波除堤(東)35m

防波堤（西）
100m

波除堤（西）67m

係留施設

高津地区
大塚地区

凡例
施工済

平成30年度以降施工箇所（防波堤、物揚場、その他）
平成30年度以降施工箇所（臨港道路）
平成30年度以降施工箇所（埋立）



整備効果

平成30年4月

①多そう係留コストの削減

⑤氷運搬コストの削減

④浚渫コストの削減
③移動コストの削減

②滞船コストの削減



平成30年4月撮影

益田港航空写真


